
Fig. 1　Resected specimen showed type 2 tumor

（10×8cm）in the ascending colon. Fig. 2　Histological findings of the ascending colon 

cancer showed moderately differentiated adenocar-

cinoma. （H.E.×100）
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症例は 73 歳の男性で，2000 年 9 月に上行結腸癌にて右側結腸切除の既往あり．2003 年 10
月胆�炎疑いにて当科紹介となり，CTで膵頭部に濃染不良の 3.6cm大の腫瘤を認め，MRCP
で下部胆管・膵管が閉塞し総胆管・主膵管の拡張を認めた．血管造影で下膵十二指腸動脈の強
い屈曲・蛇行と濃染像を認め，FDG-PETで膵頭部の腫瘤に強いFDGの集積を認めた．以上よ
り，転移性膵頭部腫瘤の診断で膵頭十二指腸切除術を施行した．切除標本は十二指腸乳頭部，
膵頭部に 5.5×4cm大，2型の腫瘍を認め，病理組織学的所見では中分化型腺癌で，大腸・膵臓
ともにCK7 で陰性，CK20 で陽性を示し，大腸癌の膵頭部転移と診断した．術後経過は良好で，
術後 26 日目に退院した．大腸癌の膵転移切除例の本邦報告例は自験例を含め 12 例であったの
で報告する．

はじめに
転移性膵腫瘍の切除例の報告は少なく，なかで

も大腸癌の膵転移は極めてまれであり１）～３），我々が
検索しえた本邦の報告例は自験例を含め 12 例で
あったので４）～１３），若干の文献的考察を加えて報告
する．

症 例
患者：73 歳，男性
主訴：腹痛
家族歴：特記すべきことなし．
既往歴：38 歳時，胃潰瘍手術（Billroth II 法再

建）．
現病歴：2000 年 9 月 1 日，上行結腸癌に対して
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Fig. 3　CT scan showed a tumor（3.6cm in diameter）

in the pancreatic head.

Fig. 4　Magnetic resonance cholangiopancreatogra-

phy showed obstruction of main pancreatic duct in 

the pancreatic head and lower CBD, and dilatation 

in the peripheral side.

Fig. 5　Abdominal angiography showed encasement 

of the inferior pancreaticoduodenal artery and tu-

mor stain in the pancreatic head.

Fig. 6　A tumor in the pancreatic head show incre-

ased uptake of FDG.

右側結腸切除術を施行した．腫瘍は 10×8cm大の
2型の腫瘍で（Fig. 1），病理組織学的所見は，mod，
ss，ly2，v1，n-で stage II であった（Fig. 2）．2003
年 9 月 29 日腹痛を認め，胆�炎の診断で近医に入
院し保存的加療にて症状軽快したため，10 月 8
日手術目的に当科紹介・入院となった．

入院時現症：身長 157cm，体重 60kg ．腹部は平
坦，軟で体表から腫瘤を触知しなかった．
入院時検査成績：血清 γ-GTP 値が 336IU�l，血

清アミラーゼ値が 456IU�l，血清CEA値が 8.8
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Fig. 7　Resected specimen showed type 2 like lesion（5.5×4cm）in the pancre-

atic head and the second portion of the duodenum.

Fig. 8　Histological findings of the pancreatic tumor 

showed moderately differentiated adenocarcinoma 

considered to be metastasis from ascending colon 

cancer. （H.E.×100）

ng�ml と上昇していた．また，HbA1c 値が 6.1％，
空腹時血糖値が 204mg�dl と糖尿病を認めた．
腹部CT所見：膵頭部に造影効果に乏しい約

3.6cm大の腫瘤を認めた（Fig. 3）．
Magnetic resonance cholangiopancreatogra-

phy 所見：下部胆管・膵管が閉塞し，総胆管・胆
�・肝内胆管・主膵管の拡張を認めた（Fig. 4）．
腹部血管造影検査所見：下膵十二指腸動脈の強

い屈曲・蛇行と濃染像を認めた（Fig. 5）．
FDG-PETでは膵頭部の腫瘍に強いFDGの集

積を認めた（Fig. 6）．
以上の所見より，転移性膵頭部腫瘍の診断にて

2003 年 10 月 30 日手術を施行した．
手術所見：膵頭部に 6cm大の腫瘤を認め，前回

手術の端側吻合部の結腸盲端部との癒着を認め，
浸潤が疑われた．腹膜播種，肝転移を認めず膵頭
十二指腸切除，結腸盲端部合併切除を施行した．
リンパ節 13 番，8a に腫大を認めゲフリールに提
出するも転移なく，Child 変法にて再建した．
切除標本肉眼所見：十二指腸乳頭部，膵頭部に

5.5×4cm大，3�4 周性の 2型の腫瘍を認めた（Fig.
7）．
病理組織学的所見：大腸癌と類似した中分化型

腺癌で（Fig. 8），癌は膵頭部から十二指腸粘膜内
へと浸潤し，内部は不均一で境界不整で膵周囲の
脂肪織にも浸潤を認めた．切除標本内に 1個のリ
ンパ節転移を認め，リンパ管内・静脈内にも癌の
侵入を認めた．盲端大腸粘膜には癌は見られず，
盲端大腸からの局所再発は否定的であった．
特殊免疫染色所見：大腸・膵臓ともにCK7 で

陰性，CK20 で陽性で，両腫瘍は同一の染色態度を
示した（Fig. 9）．
以上の所見より，大腸癌の膵頭部転移と診断し

た．
術後経過：術後経過は良好で，術後第 26 病日に

退院した．術後 4か月の現在も，CEA 1.2 と正常値
で再発なく外来通院中である．

考 察
転移性膵腫瘍はCubilla ら１）は 2,587 例の悪性腫

瘍剖検では，273（10.6％）に転移性膵腫瘍がみら
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Fig. 9　A. B：CK7 was negative both the colon cancer and the pancreatic tumor.

（CK7×200）C. D：CK20 was positive both the colon cancer and the pancreatic 

tumor. （CK20×200）

A B

C D

れ，小塚ら２）は悪性腫瘍 714 例の剖検例中 154
（21.6％）にみられたと報告している．小塚らは転
移性膵腫瘍の原発巣は，胃癌（37.0％），骨髄性白
血病（13.0％），細網肉腫（9.7％）の順に頻度が高
く，大腸癌は 1.3％であったと報告しており，Ro-
land ら３）は乳癌，肺癌，悪性黒色腫，腎癌，胃癌，
大腸癌の順に多かったと報告している．このため
外科的治療の対象となる転移性膵腫瘍はまれであ
り，我々が検索しえたかぎりでは大腸癌の膵転移
切除例の本邦報告例４）～１３）は自験例を含め 12 例で
あった（Table 1）．転移性膵腫瘍の腹部エコーでは
低エコー，腹部CTでは低吸収域の腫瘤として認
められることが多いが，原発性と転移性との鑑別
は一般には困難であることが多い．ERCPでも関
ら６）は，主膵管の圧排，半月状途絶像が転移性膵癌
の特徴と報告しているが，Swenson ら１４）は主膵管
の閉塞，狭窄像に原発性と転移性とで違いは認め
られなかったと述べている．血管造影では原発巣
が hypervascular な場合，転移巣も腫瘍濃染とし
て造影され有用との報告が多い１５）～１７）が，cystade-
nocarcinoma，tumor-forming pancreatitis，non-
functioning islet cell tumor などとの鑑別が必要

となる１８）１９）．自験例でも腹部USで低エコー，腹部
CTで低吸収域の腫瘤で，MRCPでは総胆管と主
膵管の途絶を認め，血管造影でも hypervascular
像を呈していたが，孤立性の腫瘤でもあり原発性
と転移性の鑑別は困難であった．小塚ら２）は，悪性
腫瘍の膵臓への転移経路は 1）近接臓器からの連
続的波及，2）膵周囲転移リンパ節からのリンパ行
性転移，3）癌性腹膜炎，4）血行性転移を挙げ，
最も多いのはリンパ行性転移であろうと述べてい
る．本邦報告例では 12 例中 10 例が血行性転移と
報告されている．自験例では，原発巣にリンパ節
転移はなく，傍大動脈リンパ節転移や腹膜播腫を
認めず，切除標本内に 1個リンパ節転移認められ
るも，直接膵への浸潤はなく血行性転移の可能性
が高いと考えられた．臨床的に肺転移を認めな
かったことは経動脈性よりも門脈性転移を示唆す
る所見かもしれない．大腸癌膵転移切除の本邦報
告 12 例の概略をTable 1に示す．年齢は 48 歳～79
歳で平均 64 歳，男性 8例で女性 4例であった．原
発部位は直腸 6例，上行結腸 3例，横行結腸 2例，
下行結腸 1例，S状結腸 0例であった．腫瘍の大き
さは，2.3～9.5cmで平均 5.3cmであった．11 例が
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異時性転移で，1例が同時性転移であり，異時性転
移 11 例の初回手術から膵手術までの期間は 16 か
月から 132 か月，平均 56.3 か月であった．腫瘍の
占居部位は膵頭部 7例，膵体部 3例，膵尾部 2例
であり，全例が単発で，術式は膵頭十二指腸切除
術 7例，膵体尾部切除術 5例であった．組織像で
は，高分化腺癌 3例，中分化腺癌 7例，低分化腺
癌 0例，粘液癌 2例で，転移形式は血行性 10 例，
リンパ行性 2例であった．生存期間は 4か月～21
か月で平均 10.2 か月であった．大腸癌の膵転移例
はほとんどが異時性，同時性に他部位に転移がみ
られ，その予後は良好ではない．今後大腸癌が増
加するにつれ，術後の膵転移症例に遭遇する機会
も増えると思われ，さらに症例を集積し治療方針
を確立することが必要である．
稿を終えるに当たり，本症例の病理組織診断に御協力頂
きました車谷先生，片柳先生に深謝いたします．
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A Resected Case of Pancreatic Metastasis from Carcinoma of the Colon

Masanori Kotake, Katsuya Morita, Kouiti Nakata, Kanae Tawaraya,
Hideki Fujimori, Hiroshi Yoshino, Hiroshi Koizumi, Hiroyuki Bandou,

Nozomu Murakami and Tetsuji Yamada
Department of Surgery, Ishikawa Prefectural Central Hospital

A 73-year-old man undergoing right hemicolectomy for carcinoma of the ascending colon in September 2000
and admitted for acute cholecystitis in October 2003 was found in CT to have a low-density pancreatic tumor
3.6cm in diameter. MRCP showed the main pancreatic duct and common bile duct to be obstructed. Angiogra-
phy showed encasement and tumor staining of the inferior pancreaticoduodenal artery. A tumor in the pan-
creatic head show increased uptake of FDG leading to a diagnosis of a metastatic pancreatic tumor and pan-
creatoduodenectomy. The pathological diagnosis was moderately differentiated adenocarcinoma, compatible
with colon cancer metastasis. The postoperative course was good and the patient was discharge 26 days after
surgery. Only 12 cases of resection of pancreatic metastasis from colon cancer, including ours, have been re-
ported in Japan. We present this case with a review of the literature.
Key words：metastatic pancreatic carcinoma, pancreatic tumor, colon cancer recurrence
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